４歳児･５歳児の事例
	交流活動
	「ウェルビューいずみこども園にようこそ！」　（近隣の保育園さんとの交流）

	ねらい
	〇こども園に招待して一緒に遊び交流を楽しむ

	子どもの様子
	保育者の読み取り・願い

	招待状を送ろう
・他の園からお友達がくる！！たのしみ！
・何人来る？○○遊びを一緒にやりたいな～
・おもてなししなくちゃ！
・招待状を作ろうよ！喜んでくれるかな～



初対面
・ようこそいらっしゃい！一緒に遊ぼう！
・楽しみだったけど、やっぱりちょっと緊張する・・
・「私の名前は○○！お名前なんていうの？」
・優しく教えてあげよう。「ここはね、～やって遊ぶんだよ」
・自分たちから誘いに行ってみよう！
「ぼくたちは○○遊びが好き！一緒にやろうよ！」
・仲良しになってきた！「来て来て！じゃんけんしょうよ」









次回の約束
・もうおしまい？まだ一緒に遊びたかったな～
・もうお友達！「隣で一緒に座ろう！」
・「どこの小学校？わたしは○○小学校にいくの」
・お友達が増えて嬉しいな
・別れは寂しいけれど・・また遊ぼうね！
・また遊ぼうの仲良しのギュー





	・泉地区には他の園も多数あり、地域の公園で出会うことはあるが、一緒に遊ぶという機会は少ない。もしかすると、１年生で同じクラスになるかもしれないお友達を招待し自慢の園庭で思いきり楽しもう。

・「一緒に遊ぶ」という期待がふくらみ、自慢の園庭で遊ぶという安心感もあり、自ら関わろうとする意欲も増したのではないか。園の垣根を越えた出会いを楽しもう。



・子どもたちなりに〝迎える側″を意識した接し方や遊び方が見られた。今までのいろいろな人と関わるという経験があったからではないか。相手を思いやる接し方、関わり方を自分で考えて行動したり、発信していけるようにしたい。

・緊張したり恥ずかしそうにしている子もいた。しかし勇気を出して声をかけた「これはね・・」の一言に応えてくれた嬉しさや安心感は、大きな自信になっていくのではないか。「～してもらった、嬉しかった」の経験が「～してあげよう、～してあげたら・・」と相手を思いやる気持ちにつながっている。

・距離が縮まり打ち解けてくると、自分たちの好きな遊びに積極的に誘ったり、自分たちがやっている鬼決めなどを教えて一緒に楽しもうとしていた。コミュニケーション力やリーダーシップの発揮などクラス内だけでは見られない一面も見られた。

・就学先で「一緒に遊んだことがある」「見たことがある」は子どもたちの大きな安心につながる。在園時のみの関わりだけではなく、少し先の将来での子どもたちの出会いやつながりも大切にしたい。

[bookmark: _GoBack]・近く（地域）には仲良しの友達がいる、初めてでも仲良くなれるという親しみや喜び、安心を感じてほしい。

	考　察
	・遊びを通してすぐに打ち解け、他園の友達との交流を存分に楽しむことができた。同じ年齢と知ると「どこの小学校？」と聞いたり、同じ小学校に行く友達を見つけたりと少し先を見通しワクワクしている様子も見られ、就学にむけての期待も膨らんだようだ。
・「また一緒に遊ぼう」「また遊びたいな」という子ども達の思いをつないでいけるようにしたい。
・招待する形からのスタートであったが、双方の職員で活動内容について意見交換などし、子どもたちがより活動に意欲的に参加できるようにしたい。
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